


自然に恵まれた中での活動拠点広場。宿泊研
修施設やバンガローを備えたキャンプ場、体

育館や星空を観測できる天体望遠鏡等があり
アウトドア気分が満喫できます。� 

+TEL.0282-82-1014 

壬生版主加藤氏の時代、策主の璽税に纏えかねた震民の
代表、よ穏葉の翼長市兵衛、下稲葉の石井伊1i'f.許可、壬

生の須釜作十I!ll立、視の軽減を領主に訴えたが果たせ守、
更に江戸に出て将軍に麗訴しようとしたが捕らえられ、

貿長と石井は打ち首と芯りました。村人|革、市兵衛の蓑

侠心に感じ‘市兵衛ハ幡として抑lこまつりました。

意司泊三杉~iL:tー

源九郎重量経を鞍馬山
から連れ出して、 藤

原秀衡のもとに送り
届けた豪商で、この

稲葉の地で生震を終
えぎした。
まな、江声時代� f奥
の細道』で知られる

松尾芭預!こ随行した
曽良の日記にも記さ
れています。
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句碑|革、芭蕉塚建立を顧

い、志半ばで世を去った
黒川含宙関(大繕甚右衛

門)の遺言!こより、 安政� 
4年� (1857)4月!と同行
の仲間により建立されま

した.句の表には俳人松

尾芭蕉の句「久た比れ亭
宿可る頃や宮じの剖と
刻まれています。また、

碑の裏IZ:拡古闘の辞世の
句が刻まれ ています。

「いさゆかん花Ie!:冥土
の道すがらj

両手宮会1~ [1早尋i幸圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 

建礼門聞こ仕える侍女であった高尾I~ ， 平家没落とともに
仕えをやめ生国因績回へ帰る途中、病にかかり金売りさF欠� 

Ii:助けられました。その恩に報いるため後を追って稲葉に

来たがすでに死んでいたことを知り、弔いながうよ稲葉に

住むように芯りました。高尾I~死に際し、 持っていた宝剣l
を埋め、国幡の高尾明伸を勧請するよう遺言をしました.

平域芙皇の時、(今から約 1.200年前)常陸一の宮(富

弊大社)鹿島神冨よ� D勧講し� 1181年c台承5年)3用
に本社再建されました，明治40年に神鰻弊用料供逢指

定の社と1Jり、明治41年鹿島無格社、八板神社の砲を

許されました。焼内実方|ιは子宝の石が肥られてあり、� 
お参りすると子宝を慢泊、ると言われています。

ハ幡太郎源餐家が奥州安
部氏を征伐に向力、ラ途中‘� 

t二ツ石で一本の松を植え
て戦勝祈願をし、後、源

養経がここを遇ったとき、
その松の木lζ母衣を懸け

て休んだので、母衣mけ
の松と言われるように忽
りました。母衣というの

は、鎧のょにかけて敵の
失を紡ぐ役目をする布で
す� 
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壬生坂主、壬生氏によって築かれ、今市の板橋城主よ

どと共lこ支械となっていました。最後の披主!ま麗愈
蹴斎でしたが、豊臣禿吉の!J¥田原攻めの崎、壬生現

主、壬生袈l1tは北条氏につき駿死し、 壬生氏隠滅亡、
羽生田織も廃切となりまレたa 今城跡には羽生田小

学校があり、北側lこは三重の担跡tJIあ0ます。� 
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太宰府に送うれた菅原道真公を配った神社で、
毎年2月下旬には例大祭が行われ、 合格祈願や

学業成就の願をかけに近隣の人々が訪れる。
また、 太々伸楽や五段曜子が奉納され、 露天商
芯ども出て大変賑わいます。

労~J""，l1朝関副主・・・・・・・ー

明治維新後、自由民権運

動が盛んになり、本県で

は県南を中心にその運動
が起こり、下稲葉の鯉沼

九八郎5がその先鋒とな
ったc 明治� 17年栃木県
庁が宇都宮に移され、闘

庁式が行われることにな
ったが、九八HBSは三島
県令らを暗殺する計画を

たて、九八郎は燦型を製
造中暴発して左腕を失い

ました.� (加波山事件) 
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蓄ある一族がこの地を通りかぴった際、権の花が満開で美
しかったのでとこで休患をとりましむ村の人 は々天皇家

の身内と患い、一族が休んだところを「皇室罵jと呼び、
需の花力司咲いていたところを 「栴jと名付けましたeま� 

T書室庵!こは壬生家還後の城主壬生離の皇室� (未亡人)
が庵を結んだことからこう呼ばれたという説もあります。
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歓書院i芯嘉応、2年� (1 

170)、南部興領寺の
功留よ人により創建
された真言宗留山派

の寺で、その桜門は

三周一戸の大きさを
持吉、現在は鋼板葺

きとなっている屡根
も当初[eJ;茅で葺力、れ

ていまじた。
楼門は江戸時代の工
島永野方衛門の手に

より建てられました。

稲葉一里録[d"-、国指定史跡の壬生一里塚同様!と、

日光道中王ま通り� (白光西街道)に叡け己れた

一里塚で90江戸日本橋か� 5数えて� 24塁自に
あたり、江戸時代の古女曹によれば塚の上には

松が棒え� 5れていました。

下馬木神明宮の境内にあり、下馬木地区の田lζ

水を引くため、明治初年下馬木の人々がよ稲葉
の峰山の下を鋸り抜いてトンネルを造り、 黒川
の水を引いた大工事の記念碑です。溝渠の長さ

は� 1，561問� (2.838m)にも'&びますe 
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切 所在地註

栃木県で最大の円墳。墳丘は直径86mの墳丘

第一段よ!と直径55mの第二段がのっています。
高さは約� 12m。民頂部からは大型の家形周輪
や扇形の鏑繍などが出土しています。とくに、

家形趨輸|立高ざが� 150cmをこえる、圏内でも
愚大級の題輪です。
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E陵の先端部に築かれた大型の前方後円墳です。 三段に造られた直径63m 高さ� 5mの円墳。近年 全長77mの前方後円調。南側を走るjてイバスか -ブール利用のご案内� +TEL.0282-82-2345 
境丘の周囲には完全主主形で深い婦と土塁がめぐ の発掘により、 石室の入口の前面に広がる河原右 ら眺めると境E全体を見渡せます。現在、集Eの ア月第2土曜日-9月第� l日曜日
っていますe 古携の総全長lま約� 140mlこ達し、 で漫上げられた� f前庭部jといわれる祭りの場が、 っていますが、居形に堀がめぐって主主周囲は畑と 午前� 9時~午後� 6時
その大きさ!こ圧倒されます。明治年間の発錦に

より家形檀輸などが出土しています。
完全な形で出土しています。古墳からは金銀蛋り

の馬具やfit具類などが出土しています。

いることが確認されています。羽生田地区の大型

古墳は、富士山古墳→茶臼山古墳ー長塚古填→
・利用料金 一

小
般

中学年
700円� 

400円� 

挑花原古蹟の煩lζ造られたと考えられます。 ロッカ→吏用料� 1回� 100円


